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１．温暖化の科学と政治



国連グテーレス事務総長： 『United in Science』のリリース

“洪水、干ばつ、熱波、暴風雨、山火事は悪化の一途で、
驚くべき頻度で記録を破っている。ヨーロッパの熱波。パキ
スタンの大洪水。中国、ソマリア、米国で長く深刻な干ばつ。

これら災害の新たな規模は、全く、自然現象ではない。こ
れは人類の化石燃料中毒の対価だ。異常気象による災害
は、過去50年間で5倍になった。“

https://ja.wikipedia.org/

ロジャー・ピールキー・ジュニア教授:

“完全な誤情報。公的な場で、かかる重要機関
による、かくも明白で酷く間違った主張は類例
が無い。なお悪いことに、この誤情報を正当化
したのはWMOで、IPCCの設立機関だ。”



災害の報告件数が５倍



「強い」以上の勢力になった台風の発生数（青：左軸）と全台風に対する
割合（赤：右軸）。太線は5年間の移動平均。出典：気象庁 5

台風は「激甚化」
などしていない



件数増加の理由は経済成長

「牛の目効果」
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増加理由は
経済成長



２．批判的人種理論と温暖化

• 米国バイデン政権とヨーロッパは、CO2濃度の上昇と今年のパキスタンの洪水の
ような自然災害との間にははっきりした因果関係は無いにもかかわらず、自分た
ちの排出が損害を与えるということを原則として認めてしまっている。

• これらはすべて、資本主義による経済成長がもたらした人類への恩恵を無視し
たものだ。米国の納税者は、米国が最初に工業化し、その後投資と貿易によって
何十億人もの人々を貧困から救ったことを理由に、支払いを要求されている。

• 下院の共和党はこの基金に資金を割り当てないだろう。・・・今後、また民主党が
議会を支配したら、米国には賠償金を支払う義務があると主張するだろう。

• バイデン政権の降伏は、気候変動という宗教が、豊かであることの罪に対する
「進歩的な懺悔」であることを示している。

「バイデン、気候変動への賠償に署名」（2022年11月20日付
ウォール・ストリート・ジャーナル社説）

https://www.wsj.com/articles/biden-signs-up-for-climate-change-reparations-europe-fund-un-john-kerry-poor-countries-bank-capitalism-11668974219


（政府資料）

３．経済政策と温暖化

GX実現に向けた
基本方針（案）
・10年で150兆・・GDPの3%
・規制・支援一体型投資促進策
・GX経済移行債
・カーボンプライシング
・GX経済移行推進機構
・・・計画経済？



“愚かなグリーンディール
を止めろ”

マルコ・ルビオ上院議員
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４．米国政治・メディアと温暖化

https://www.foxnews.com/media/marco-rubio-china-watching-us-response-russia-ukraine-tensions
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“エネルギー
・ドミナンス”
（優勢）



温暖化は最も
党派的

https://www.pewresearch.org/politics/2022/02/16/publics-
top-priority-for-2022-strengthening-the-nations-economy/



米国はメディア
も真っ二つ

（Gallup）
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真逆！



５．冷戦、新冷戦と温暖化

1991 ソ連崩壊

1992 リオ地球サミット

1997 京都会議（COP3）

2021 グラスゴー会議(COP26)

2022 ウクライナ侵攻

2023 ???

「地球規模の協力による問題解決」の時代は終わった？
「危機一定の法則？」


